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【研究実績の概要，得られた成果・効果等】                  
１ 研究概要 

児童が表現する予想，働かせた数学的な見方・考え方，学習感想などをロイロノート・スクール（以下ロイロ

ノート）を用いることで可視化することができる。ロイロノートの共有機能を授業導入時に用いることで，児童

が他者との「ずれ」を認識し，問題解決に向けて主体的に取り組む姿を引き出したいと考えた。 本校，算数科

の教員３名がそれぞれ授業を行い，児童の発言や記述を記録し，他者との「ずれ」を感じさせることができたか，

また，「ずれ」をきっかけとして問題解決を行い主体的・対話的で深い学びが達成されたか検証していく。 

２ 研究目的 

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」において，「目指すべき『令和の日本型学校教育』の姿を

『全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現』とする。」と示されている。

本校は，北海道教育大学附属釧路義務教育学校として令和３年に開校し，教育目標を「個性と協働性を尊重し，

たくましく生きる人間」として設定している。本校の教育目標の達成を目指しながら，「協働的な学び」を通し

て，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の視点を公立学校に提案していきたいと考えた。 

また，「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」において，「協働的な学びを実現するためには ICT は

必要不可欠」とも述べられている。また，「算数・数学科の指導における ICT の活用について」では，「問題を

一瞬で配付できる，拡大して見せることができる」などのように活用例が示されている。しかしながら，どのよ

うな教材で ICT をどのように活用することで，どのような数学的な見方・考え方を働かせる児童の姿が引き出さ

れるのか具体的には示されていない。本研究では効果的な ICTの活用の仕方について考察していきたい。 

３ 研究方法 

問題を提示しロイロノートの共有機能を用いて，児童それぞれが着目した見方を可視化し，他者との「ずれ」



を認識させる働きかけを講じることで主体的に問題解決する姿を引き出す。個人・集団思考の際の児童の発言・

ノートの記述から問題への関わり方を分析し，手立てが有効に働いたか検証する。 

４ 本研究で期待される効果 

令和３年度は，一人一台端末の導入の初年度であり，児童のみならず指導する教師もどのように活用していけ

ばよいのか手探りの状態である。本校が位置する釧路市の公立小学校ではロイロノートを導入している。これら

のことから，ロイロノートを用いて，どのように授業を行えばよいか知りたいというニーズが強くあり，ロイロ

ノートを用いた「協働的な学び」を実現することで，公立学校へ発信していくことができると考えた。 

５ 成果と課題 

 授業実践を通して，ロイロノートの共有機能で予想や数学的な見方・考え方を可視化することで「どのように

囲んでいるのかな」，「角度がわからなくても作図できるのかな」，「どうして３組を選んだのかな」といった

ように問いをきっかけとして話し合うなど，「数のまとまり」，「図形を構成する要素及び図形間の関係」，

「データの特徴や傾向」といった着目した値，方法の違いが共有され「ずれ」として認識されることで，自然と

対話が促され問題解決に向けて取り組む姿が引き出された。 

 一方，ロイロノートの共有機能を用いて見方を可視化することができたとしても，「主体的・対話的で深い学

び」が実現されるとはいえない。今後は，ロイロノートを用いることによって生まれるであろう主体的・対話的

な学びをきっかけとして，深い学びへといざなう授業展開を考察していく必要がある。 

 

６ 授業の実際 

（１）第 2 学年「かけ算九九づくり」 
ア 本時の目標と提示した問題 

 本時の目標は，「式の妥当性や共通点について，数のまとまりに着目し，

図と関連させながら話し合う活動を通して，乗法の意味に基づいて計算の仕

方を説明することができる。」と設定し，授業を行った。問題は，「チョコ 

は，いくつあるだろうか。」である。 

図２は，ある児童のロイロノートにおける「ノート」である。上から順に，

「８のまとまりが４こ」「４のまとまりが８こ」「２のまとまりが４こ，３

のまとまりが８こ」といったように「数のまとまり」を多様に捉える姿が引

き出された。このように，「数のまとまり」を多様に捉えることができる問

題であるため，後に行うロイロノートの共有機能を用いて可視化し，児童が

他者との違いを認識させることで，問題解決に向けて取り組むことができる

と考えた。 

イ ロイロノートの活用 

 集団思考において，図３，図４のように 

ロイロノートで一人一人の捉えた数のまと 

まりを可視化し共有することで，「同じ数 

のまとまりになっていない人がいる」「式 

が１つの人がいる」などと，他者との「ず 

れ」を認識した。この他者との「ずれ」を 

きっかけに，「同じ数のまとまりになって 

いなくてもいいのかな」「式が１つでも求められるのかな」という問いをもつ

姿が見られた。以下は，集団思考のプロトコルである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C1：かけ算でやったよ。 
C2：だって，全部を数えるより簡単に求められるからね。 
C3：５のまとまりが４こで５×４＝２０。３のまとまりが４こで３×４＝１

２。合わせて，３２になる。 
C4：（ロイロノートの共有画面を見て）同じ数のまとまりになっていない人

もいるよ。どう考えたのかな？（問い） 
C5：別の数のまとまりでも求められるよ。 
T：別の数のまとまりって，どういう意味？ 
C6：この図みたいに８のまとまり，４のまとまりでもかけ算ができるってこ

とだよ。 
C7：８のまとまりが３こで８×３＝２４，４のまとまりが２こで４×２＝

８。合わせて，３２になる。 
C8：（ロイロノートの図４の共有画面を見て）かけ算の式が１つの人もいた

よ。どうやって考えたのかな。（問い） 
C9：わかった！そっちの方が簡単なんだ。 
T：簡単って言っていることわかる？ 
C10：４のまとまりで考えると式が１つになるんだね。 
C11：８×４でもできるよ。 
C12：８は３つしかないよ。（問い） 
C13：８のまとまりになるように，４のまとまりをずらしたよ。 

 

ロイロノートで一人一人の考え方を共有，可

視化することによって，「同じ数のまとまりにな

っていないけど，どういうことかな」と，他者との

ずれを認識し，問いとする様子が見られ，「8の

まとまり」と「4のまとまり」などの数のまとまり

に着目する姿 

 
ロイロノートで一人一人の考え方を可視化

し共有することで，「かけ算の式が１つで求め

られる？」と，他者とのずれを認識し，問いとす

る様子が見られ，「１つのまとまりにすれば簡

単に求められる」と，簡潔に表現しようとする

など数学的な見方・考え方を働かせる姿 

 

図２ ロイロノートの「ノート」 

図３ ロイロノートで共有した図 

図４ ロイロノートで共有した式 

図１ 提示した問題の図 



このように，ロイロノートを用いて，可視化し共有することで，他者との「ずれ」を認識し，新た

な問いを生み出すという主体的に学びに向かう姿を引き出すことができたと考える。 

 

（２）第 5 学年「合同な図形」の授業 
ア 本時の目標と提示した問題 

本時の目標を，「三角形の構成要素に着目し，合同な三角形
を作図するのに必要な角や辺について交流することを通して，
作図する条件を見いだすことができる」と設定した。 

図５とともに，「合同な三角形を作図しなさい」と提示した
ところ，「角の大きさや辺の長さがわからないから作図するこ
とができない」という反応が得られたため，「何がわかれば合

同な三角形を作図することができるかな」と問いかけ課題を共
有した。 
イ ロイロノートの活用 
課題を共有した後に，ロイロノートを用

いて角の大きさや辺の長さで知りたい箇所
に印を付けさせ，図６のように提出させた。

その後，共有機能を用いたところ，他者と
の違いを「ずれ」として認識するのと同時
に，「全部の辺と長さがわからなくても作
図できるのかな？」「角度がわからなくて
も作図できるのかな？」などと問いをもち
考え始める姿が見られた。 
 
 
 
 
このような姿が見られた後，以下のように問題解決を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
作図に必要と考えた辺や角，また，それらの数の違いについて，ロイロノートを用いることで共有

することができたと考える。それぞれの考えの違いを「ずれ」として共有することができたために

「もっと簡単（少ない条件で）に作図できる」「他の方法でも作図できる」「角度がわからなくても
作図できるのかな？」などと話し合う必要感が生まれ，自然と対話が促されることにより，三角形の
決定条件を見いだしていく姿が引き出されたと考える。 
 
 
 

C1: （児童１の図を用いて）全部の辺の長さと角の大きさがわかれば，作図することができ

るよね。 

C2:（児童の２を用いて）最後は直線が交わるから角 A の大きさはわからなくても作図でき

ると思うよ。 

C3:（児童３の図を用いて）角 A の大きさだけではなくて，辺 AB，辺 AC の長さがわからな

くても，直線が交わるから三角形になるよ。 

T：辺 BC の長さと角 B，角 C の大きさがわかれば合同な三角形が作図できるってことかな？

では作図してみよう。 

(作図の過程については省略) 

C4:（児童４の図を見ながら）辺の長さが２つでも作図することができるのかな？ 

C5:角 C がわからないと２つの辺の開き具合がわからないから，合同にならないよ。（児童

５の図を用いて）でも角 C がわかれば，作図できると思う。 

(作図一部略) 

C6:（児童６の図を見ながら），あれ？３つの辺がわかれば作図することができるとある

よ。角度がわからなくても，作図できるのかな？ 

C7:分度器を使わないで，三角形を作図することができたね。あの時の学習と同じだと思う

よ。 

「全ての辺の長さと角の

大きさがわかれば作図す

ることができる」という考

えの妥当性を検討し 三

角形の決定条件を見い

だしていこうとする姿 

「２つの辺の長さがわか

れば作図できる」という考

えの妥当性について検討

し， 三角形の決定条件を

見いだしていく姿 

「角度がわからなくても

作図できる」という考え

をきっかけとして，既習

内容を振り返り，三角形

の決定条件を見いだし

ていく姿 

図５ 導入場面で提示した三角形 

図６ ロイロノートで共有された図形 

 児童 1 児童 2 

児童 6 

児童 3 

児童 4 児童 5 
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C1：自分はまだ１つに決めることはできないから，選んだ理由を聞いてみたい。 

C2：２組は中央値と平均値が高いから優勝しそうだよ。 

C3：３組と予想している人はヒストグラムを見ると高い部分に集中している傾向が

あるし，外れ値をぬくと平均値が一番高くなるからだと思う。 

C4：聞いていると理由を組み合わせることで優勝予想しやすくなりそうだね。 

T：じゃあ理由を組み合わせて自分の予想をしていこうか。１組は書いている人がい

ないけど優勝はあり得ないのかな？ 

C5：１組にも良さはあるよ。ヒストグラムを見るとまとまっていて安定感があると

思うし，60 以上の数値も多く出ているよ。 

C6：みんなの考えを聞いていると迷うな。でも自分は・・・ 

T：予想が変わった人がいるようなのでもう一度予想し直す時間をとりましょう。 

（もう一度ロイロノートで予想を書き，共有機能を活用） 

C7：さっきと予想が変わった人がいるね。その人の考えを聞いてみたいよ。 

（３）第６学年「データの調べ方」の授業 
 ア 本時の目標と提示した問題 
 本時の目標を，「データの特徴や傾向に着目し，優勝する組の予想を交流することを通して，問題
の結論について判断することができる」と設定した。 
 本時までに中央値，平均値，最頻値といった代表値やドットプロット，ヒストグラムなど新たな方
法を用いて優勝する組を予想してきた。単元を通して同じデータを用いたが，その日に学ぶ新たな方
法によって着目すべきデータが変わるため，授業を行う度に，予想が更新された。そこで，単元終末
の本時では「なわとび大会で優勝するのは何組？」と改めて問い，獲得した様々な方法で考える児童

の姿を目指した。 
イ ロイロノートの活用 
 予想した組をロイロノートで集約した。ここでは理由は記述させずに組のみとし, その後共有機能
を活用した。共有機能を活用したことで「予想にばらつきがあること」「２組と３組の予想が多く１
組の予想が 1人もいないこと」「まだ判断に迷っている人も多くいること」が顕在化された。 

 

 
その後の集団思考でのやり取りは以下である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ロイロノートへの提出の際，図１１のように予想に留めることで話し合う必要感が生まれ，対話の
中で他者の考えに補足したり意見を変えたりする児童が見られた。このようにロイロノートの共有機
能を活用することで，児童は立場の違いや，そしてその違いがどの程度あるのかを認識し，自然と
「なぜ？」「理由は？」と対話が促され，問題解決に迫ることができた。 

 

様々な立場がある
ことをきっかけと
して理由を聞こう
とする姿 

 

様々な理由を聞
くことで，妥当
な判断をするた
めに複数の方法
に目を向ける姿 

 

予想が変わった人
がいることをきっ
かけとして，理由
を聞こうとする姿 

図１１ ロイロノートで共有された予想 

図８ 各組の代表値 

図９ 各組のドットプロット 

図７ 各組のデータ 図１０ 各組の度数分布表とヒストグラム 


